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平成 23 年度堂林自治会通常総会議事録 

 

 

☆会議の日時及び場所 

・開催日時   平成 23 年 5 月 21 日(土)午後６時 45 分から午後７時 25 分まで 

・場  所  堂林自治会館 2階会議室 

☆構成員の現在数 会 員 数     1,114 人 

☆会議に出席した構成員の会員    1,114 人  

内当日出席者 54 人、委任状出席 1,060 人  

 

・ 平成 23 年度堂林自治会通常総会を副会長の内山博之の司会進行で下記のと

おり実施した。 

 

Ⅰ．開会の辞  

(1) 古谷博規副会長の開会の辞で総会が開催された。 

 

(2) 司会進行  

内山博之副会長が上述のとおり総会会員数、出席人数、委任状人数を発表 

し、堂林自治会会則（以下会則という）第 24 条により総会が成立した旨 

と第 25 条により議事議決が成立する旨報告した。 

参考：第 24 条 (定足数)会員の 2分の 1以上の出席で会議は成立する。 

第 25条  (議  決)出席した過半数をもって決する。 

（3） 

 Ⅱ．望月勝自治会長挨拶 

まず、今日の「緊急津波訓練」参加の御礼と本日総会出席の御礼を述べ 

るとともに、自治会の皆さんのご協力、ご支援で順調な歩みを続けること

ができたことに合わせ、今回の東日本大地震での隣組の交流の重要性を 

説いた。さらに、《みなでつくろう「安全・安心」温かいまち堂林を(話・ 

和・輪)で共に生きる》を合言葉に、協力会をはじめ、自主防災会、神輿会、 

子ども会、寿会、体育会、むらさき倶楽部など各部・委員会の協力で温か 

いまちづくりに向けいろいろな事業を実施することができたことの御礼を 

述べた。又、後刻の懇親会では、今後 1 年間の事業を行うについて役員の 

お互いの交流を図るようお願いし、堂林の繁栄にご尽力をお願いしたいな 

ど挨拶を行った。 
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Ⅲ．議長選出 

司会進行 内山博之副会長から、議長の選出については会則第 23 条で総会 

に出席した会員の中から選任することを説明し会員に諮った。 

出席者から発言がないため司会より、議長を望月勝会長にお願いしたいが 

いかがかとの発言で出席会員が満場一致で望月勝会長を選任した。 

 

Ⅳ．議事録署名人選出 

望月勝会長が議長となり挨拶の後、議事録署名人の選出について、会則

第 7条の会議の議事については議事録を作成しなければならないこと、議 

  事録には、議長及び議事録署名人2名の署名押印が必要である旨を説明し、 

中塚 清 氏（3区）、小澤早苗 氏(4 区)を選任して議案審議に入った。 

 

Ⅴ．議  事 

第１号議案 平成 22 年度事業報告承認の件 

・ 望月勝議長は、第１号議案について議長自ら 22 年度の事業報告を資料に   

基づき清水地区事業、岡地区連合自治会事業、自治会事業について説明し 

た。望月勝議長は、第１号議案について会員に諮ったところ異議なく、満 

場一致で拍手をもって承認された。 

 

第２号議案 平成 22 年度収支決算承認の件 

・望月勝議長は、第 2号議案について古谷博規副会長に説明を求め、副会長 

は 22 年度の収支決算を科目別に説明し、あわせて事業積立金明細を説明・ 

報告した。 

その後、望月勝議長は、決議の前に監事の稲垣眞也氏に監査報告を求めた。 

稲垣眞也監事は、若槻 溥氏とともに 22 年 3 月 31 日監査を実施しその結 

果適正かつ正確に処理されている旨報告した。 

望月勝議長は、監査報告の御礼を述べ第 2号議案いついて会員に諮ったと

ころ異議なく、満場一致で拍手をもって承認された。 

 

第３号議案 平成 23 年度役員選出（案）の承認の件 

・望月勝議長から 3号議案について説明を行った。 

望月勝会長は、会長に望月勝氏、副会長に古屋博規氏、内山博之氏、佐

野みつ子氏を再任とし、加えて本年度から新たに永年、会計としてご協力

いただいた斉藤稚弓氏を副会長に、会計には新たに田中万恵氏を推薦し、

よりきめ細かい自治会活動を行なうことを説明。23 年度の役員名簿に記載

されている区長、隣組長を紹介した。また、その他の役員について古屋博
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規副会長に説明を要請し副会長は役員名簿（案）にそって説明・紹介した。 

望月 勝議長は第 3号議案について会員に諮ったところ異議なく満場一致

で拍手をもって承認された。 

 

第４号議案 平成 23 年度運営方針（案）承認の件  

望月勝議長は、第 4号議案について内山博之副会長に説明を求め、副会

長から資料に基づき本年度の取り組み方針を説明した。特に、東日本大震

災での隣組の絆がいかに大切であったかを報告し、本年はテーマに我々は

一人ではなく「人を思う心・相互の助け合い」を重視したい旨支援を依頼

した。また、スローガンも今までどおり「話・和・輪で相互の助け合い・

ともに生きる＝みんなでつくろう安心安全な温かいまち堂林」とし、運営

骨子の安全・安心・生き生き快適に暮らせるまちづくりや地震など災害危

機管理体制の見直し、子どもたちの健全な育成強化、高齢者対策や大人か

ら子供まで普段着の付き合いを強化したいなど説明した。さらに会計処理

方針、定例活動方針、各種委員会・各会・クラブ活動などについて説明し

た。 

・     望月勝議長は第 4号議案について会員に諮ったところ異議なく、満場一 

    致で拍手をもって承認された。 

 

第５号議案 平成 23 年度事業計画(案)承認の件 

・    望月 勝議長は、自ら第 5号議案について資料に基づき 23 年度事業計画 

・   案の年間を通しての行事を月別に清水地区関連・岡地区関連および当自治 

・   会行事について説明した。 

望月 勝議長は、第 5号議案について会員に諮ったところ異議なく、満場 

 一致で拍手をもって承認された。 

  

第 6 号議案 平成 23 年度事業予算（案）の承認の件 

望月勝議長は、第 6号議案について古谷博規副会長に説明を求め副会長

は 23 年度事業予算案について説明した。併せて 23 年度の科目の決算額に 

合わせて事業予算を計上策定し、科目間の流用は認めてほしい旨説明した。 

・ 望月勝議長は、第 6 号議案について会員に諮ったところ異議なく、満場

一致で拍手をもって承認された。 

 

・ ここで議案審議を終了し、議長挨拶をもって議案の(案)を削除するよう

要請した。 

 



Ⅵ。質疑応答 。要望事項等

望月勝会長から質疑事項の要請をしたが意見はなかった。

Ⅶ.閉会のことば

古谷博規副会長より皆さんの協力の下で 23年度堂林自治会総会を終了するこ

とができた旨御礼を行い閉会する旨述べた。

以上をもつて、23年度の堂林自治会通常総会を閉会した。

この議事録が正確である事を証するため、議長並びに議事録署名人により次の

通 り署名捺印する。

平成 23年 5月 26日

平成 23年度堂林自治会通常総会

議事録署名人


